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国が進めてきた三位一体の改革により、所得税（国税）から住民税（地方税）への税源移譲が行われ

ることに伴い村民の皆さんが納めている住民税が大きく変わります。

主な内容は、次のとおりです。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

これまで個人住民税所得割の税率は、段階的な課税方式でしたが、平成19年度（平成19年６月分以

降）一律の比例税率方式となります。

課税所得額

200万円以下

200万円超 700万円以下

700万円超

５％
村民税　３％

県民税　２％

村民税　８％ －10万円

県民税　２％

村民税　10％ －24万円

県民税　３％ － ７万円

一律

10％

村民税　６％

県民税　４％

10％

13％

18 年 度 ま で 19 年 度 か ら

◎個人住民税所得割の税率が一律10％に改正されます

平成11年度より、景気対策のために暫定的な税負担の軽減措置として導入されていた住民税の定率

減税が廃止されます。これにより平成18年度より最大で年額２万円の負担増になります。

◎定率減税が廃止されます

水源のかん養、県土の保全等の公益的機能を有する森林からすべての県民が恩恵を受けているとの認

識に立ち、森林を県民の財産として守り育て、次の世代に引き継いでいくことを目的として導入するも

のです。

※お問い合わせは、和歌山県総務部総務管理局税務課（電話０７３－４４１－２１８３）まで

◎県民税として「紀の国森づくり税」が導入されます

住民税（村・県民税）が変わります住民税（村・県民税）が変わります住民税（村・県民税）が変わります住民税（村・県民税）が変わります住民税（村・県民税）が変わります住民税（村・県民税）が変わります住民税（村・県民税）が変わります住民税（村・県民税）が変わります住民税（村・県民税）が変わります住民税（村・県民税）が変わります住民税（村・県民税）が変わります住民税（村・県民税）が変わります住民税（村・県民税）が変わります住民税（村・県民税）が変わります住民税（村・県民税）が変わります住民税（村・県民税）が変わります住民税（村・県民税）が変わります

所得割の15％

（上限４万円）

平成11～17年度

所得割の7.5％

(上限２万円)

平成18年度

廃　止

平成19年度

税 額 等

非課税になる方

実　施　期　間

年額500円を県民税均等割額に加算して徴収

（法人の場合は、均等割額の５％の額）

県民税が非課税の方

平成19年度から５年間

平成19年度から
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所得税改正の主な内容は、次のとおりです。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

これまで所得税の税率は、４段階でしたが、平成19年度分から６段階となります。

※「課税所得」とは？
給料や年金、事業の売上等は、税法上「収入」と呼ばれ、「収入」から必要経費（給料等の場合は

所得控除額）を引いたものが「所得」となり、さらに「所得」から基礎控除、扶養控除、社会保険料

等の種々の控除を引いたものが「課税所得」となります。

◎所得税の税率が６段階に改正されます

平成19年分から所得税における定率減税も廃止されます。

◎定率減税が廃止されます

所得割の20％

（上限25万円）

平成11～17年分

所得割の10％

(上限12.5万円)

平成18年分

廃　止

平成19年分

課税所得額

195万円以下

195万円超330万円以下

330万円超695万円以下

695万円超900万円以下

900万円超1,800万円以下

1,800万円超

010％

020％ － 330,000円

030％ －1,230,000円

037％ －2,490,000円

18 年 分 ま で 19 年 分 か ら

05％

10％ －01,097,500円

20％ －01,427,500円

23％ －01,636,000円

33％ －01,536,000円

40％ －02,796,000円

皆さんの関心は、これらの改正により現実に税負担が増えるのかどうかということだと思います。

その答えはというと、「納税者の負担は、基本的には変わらない。」ということです。

つまり、住民税が増えても、所得税が減るため、「住民税＋所得税」は基本的に同じとなります。

ただし、平成19年度からは、「定率減税」が廃止となりますし、「紀の国森づくり税」が導入されま

すので、この影響はあります。

また、住民税と所得税では、その納税時期に少しずれがあるため、増税感を感じることもあるかもし

れません。

つまり、税負担は増えるの？　減るの？つまり、税負担は増えるの？　減るの？つまり、税負担は増えるの？　減るの？つまり、税負担は増えるの？　減るの？つまり、税負担は増えるの？　減るの？つまり、税負担は増えるの？　減るの？つまり、税負担は増えるの？　減るの？つまり、税負担は増えるの？　減るの？つまり、税負担は増えるの？　減るの？つまり、税負担は増えるの？　減るの？つまり、税負担は増えるの？　減るの？つまり、税負担は増えるの？　減るの？つまり、税負担は増えるの？　減るの？つまり、税負担は増えるの？　減るの？つまり、税負担は増えるの？　減るの？つまり、税負担は増えるの？　減るの？つまり、税負担は増えるの？　減るの？

所 得 税 が 変 わ り ま す所 得 税 が 変 わ り ま す所 得 税 が 変 わ り ま す所 得 税 が 変 わ り ま す所 得 税 が 変 わ り ま す所 得 税 が 変 わ り ま す所 得 税 が 変 わ り ま す所 得 税 が 変 わ り ま す所 得 税 が 変 わ り ま す所 得 税 が 変 わ り ま す所 得 税 が 変 わ り ま す所 得 税 が 変 わ り ま す所 得 税 が 変 わ り ま す所 得 税 が 変 わ り ま す所 得 税 が 変 わ り ま す所 得 税 が 変 わ り ま す所 得 税 が 変 わ り ま す
平成19年分から
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４
月
上
旬
に
、
平
成
19
年
度
の
「
国
民
年

金
保
険
料
納
付
案
内
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

１
年
前
納
、
６
ヵ
月
前
納
（
４
月
分
〜
９
月

分
・
10
月
分
〜
３
月
分
）
の
納
付
書
も
添
付

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
保
険
料
割
引
の
あ
る

前
納
制
度
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

平
成
19
年
度
の
保
険
料
額
は
、
月
額
１
４，

１
０
０
円
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
平
成
18
年

度
に
半
額
納
付
な
ど
一
部
納
付
に
該
当
さ
れ

た
方
に
は
、
４
月
分
か
ら
６
月
分
の
納
付
書

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

平
成
19
年
度
調
理
師
試
験
、
受
験
願
書
の
提
出
期
間
は
、
平
成
19
年
４
月
16

日
（
日
）
か
ら
４
月
23
日
（
月
）
ま
で
で
す
。（
受
付
時
間
は
午
前
10
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
）

調
理
師
試
験
は
、
平
成
19
年
６
月
５
日
（
火
）
午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
30

分
ま
で
那
智
勝
浦
町
体
育
文
化
会
館
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
提
出
書
類

（
１
）
受
験
願
書
【
１
部
】

（
２
）
学
校
教
育
法
第
47
条
に
規
定
す
る
資
格
（
高
等
学
校
入
学
資
格
）
を

有
す
る
者
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

【
１
部
】

（
３
）
調
理
の
業
務
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
【
１
部
】

（
４
）
写
真
（
縦
４
㎝
、
横
３
㎝
と
し
、
受
験
願
書
提
出
日
前
の
３
か
月
以

内
に
脱
帽
の
上
半
身
を
正
面
か
ら
撮
影
し
た
も
の
）【
１
枚
】

■
受
験
手
数
料

６，

１
０
０
円

（
和
歌
山
県
証
紙
を
受
験
願
書
の
所
定
の
欄
に
は
り
付
け
る
）

■
受
験
願
書
等
の
配
布
及
び
提
出
先
、
試
験
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

新
宮
保
健
所
（
０
７
３
５
―
22
―
８
５
５
１
）
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

保険料の納付は、便利で手間のかからない、口座振替をぜひ

ご利用ください。早割（当月末振替）制度を利用すれば、１ヵ

月につき50円割引となります。

詳しくは社会保険事務所までお問い合わせください。

前納すると保険料が割引されます！前納すると保険料が割引されます！前納すると保険料が割引されます！前納すると保険料が割引されます！前納すると保険料が割引されます！前納すると保険料が割引されます！前納すると保険料が割引されます！前納すると保険料が割引されます！前納すると保険料が割引されます！前納すると保険料が割引されます！前納すると保険料が割引されます！前納すると保険料が割引されます！前納すると保険料が割引されます！前納すると保険料が割引されます！前納すると保険料が割引されます！前納すると保険料が割引されます！前納すると保険料が割引されます！

★現金による４月分からの前納の納期は、４月末日が休日のた

め５月１日（月）です。

★現金による４月分からの前納の納期は、４月末日が休日のた

め５月１日（月）です。

★現金による４月分からの前納の納期は、４月末日が休日のた

め５月１日（月）です。

★現金による４月分からの前納の納期は、４月末日が休日のた

め５月１日（月）です。
★現金による４月分からの前納の納期は、４月末日が休日のた

め５月１日（月）です。
★現金による４月分からの前納の納期は、４月末日が休日のた

め５月１日（月）です。
★現金による４月分からの前納の納期は、４月末日が休日のた

め５月１日（月）です。
★現金による４月分からの前納の納期は、４月末日が休日のた

め５月１日（月）です。
★現金による４月分からの前納の納期は、４月末日が休日のた

め５月１日（月）です。
★現金による４月分からの前納の納期は、４月末日が休日のた

め５月１日（月）です。
★現金による４月分からの前納の納期は、４月末日が休日のた

め５月１日（月）です。
★現金による４月分からの前納の納期は、４月末日が休日のた

め５月１日（月）です。

★現金による４月分からの前納の納期は、４月末日が休日のた

め５月１日（月）です。

★現金による４月分からの前納の納期は、４月末日が休日のた

め５月１日（月）です。

★現金による４月分からの前納の納期は、４月末日が休日のた

め５月１日（月）です。

★現金による４月分からの前納の納期は、４月末日が休日のた

め５月１日（月）です。

★現金による４月分からの前納の納期は、４月末日が休日のた

め５月１日（月）です。

・毎月納付（現金） ・口座振替　翌月末振替・毎月納付（現金） ・口座振替　翌月末振替・毎月納付（現金） ・口座振替　翌月末振替・毎月納付（現金） ・口座振替　翌月末振替・毎月納付（現金） ・口座振替　翌月末振替・毎月納付（現金） ・口座振替　翌月末振替・毎月納付（現金） ・口座振替　翌月末振替・毎月納付（現金） ・口座振替　翌月末振替・毎月納付（現金） ・口座振替　翌月末振替・毎月納付（現金） ・口座振替　翌月末振替・毎月納付（現金） ・口座振替　翌月末振替・毎月納付（現金） ・口座振替　翌月末振替・毎月納付（現金） ・口座振替　翌月末振替・毎月納付（現金） ・口座振替　翌月末振替・毎月納付（現金） ・口座振替　翌月末振替・毎月納付（現金） ・口座振替　翌月末振替・毎月納付（現金） ・口座振替　翌月末振替

１４，１００円×１２ヵ月＝１６９，２００円

割引はありません。割引はありません。割引はありません。割引はありません。割引はありません。割引はありません。割引はありません。割引はありません。割引はありません。割引はありません。割引はありません。割引はありません。割引はありません。割引はありません。割引はありません。割引はありません。割引はありません。

・１年前納（現金）・１年前納（現金）・１年前納（現金）・１年前納（現金）・１年前納（現金）・１年前納（現金）・１年前納（現金）・１年前納（現金）・１年前納（現金）・１年前納（現金）・１年前納（現金）・１年前納（現金）・１年前納（現金）・１年前納（現金）・１年前納（現金）・１年前納（現金）・１年前納（現金）

１６６，２００円 割　　引割　　引割　　引割　　引割　　引割　　引割　　引割　　引割　　引割　　引割　　引割　　引割　　引割　　引割　　引割　　引割　　引

１年度分で３，０００円割引１年度分で３，０００円割引１年度分で３，０００円割引１年度分で３，０００円割引１年度分で３，０００円割引１年度分で３，０００円割引１年度分で３，０００円割引１年度分で３，０００円割引１年度分で３，０００円割引１年度分で３，０００円割引１年度分で３，０００円割引１年度分で３，０００円割引１年度分で３，０００円割引１年度分で３，０００円割引１年度分で３，０００円割引１年度分で３，０００円割引１年度分で３，０００円割引

・６ヵ月前納（現金）・６ヵ月前納（現金）・６ヵ月前納（現金）・６ヵ月前納（現金）・６ヵ月前納（現金）・６ヵ月前納（現金）・６ヵ月前納（現金）・６ヵ月前納（現金）・６ヵ月前納（現金）・６ヵ月前納（現金）・６ヵ月前納（現金）・６ヵ月前納（現金）・６ヵ月前納（現金）・６ヵ月前納（現金）・６ヵ月前納（現金）・６ヵ月前納（現金）・６ヵ月前納（現金）

８３，９１０円×２回＝１６７，８２０円 割　引割　引割　引割　引割　引割　引割　引割　引割　引割　引割　引割　引割　引割　引割　引割　引割　引
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最
近
、
虐
待
に
よ
り
幼
い
子
ど
も
の
命
が
奪
わ
れ
る

と
い
う
、
痛
ま
し
い
事
件
が
全
国
で
多
発
し
て
お
り
、

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
近
隣
で
も
児
童
虐
待
事
件
が
発
生
し
、
大
き

な
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
い
つ
、
ど
こ

で
不
幸
な
事
件
が
発
生
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
状
態

に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
北
山
村
で
も
、
虐
待
を
受
け
て
い
る

子
ど
も
を
は
じ
め
と
す
る
要
保
護
児
童
の
早
期
発
見
や
、

適
切
な
保
護
を
図
る
た
め
に
、
関
係
機
関
が
そ
の
子
ど

も
等
に
関
す
る
情
報
や
考
え
方
を
共
有
し
、
適
切
な
連

携
の
下
で
対
応
し
て
い
く
た
め
に
、
今
年
２
月
「
北
山

村
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

協
議
会
は
、
小
中
学
校
、
保
育
所
、
児
童
相
談
所
、

教
育
、
地
域
団
体
等
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

要
保
護
児
童
等
に
関
す
る
情
報
交
換
及
び
連
携
、
協
力
、

広
報
･
啓
発
活
動
な
ど
、
児
童
虐
待
の
早
期
発
見
や
家

庭
支
援
等
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

※
児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
17
年
４
月
１

日
か
ら
市
町
村
も
要
保
護
児
童
の
相
談
や
虐
待
の

通
告
を
受
け
付
け
る
機
関
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
１
月
19
日
（
金
）
役
場
村
長
室
に
お
い
て
、

任
期
満
了
に
よ
り
退
任
さ
れ
た
北
山
村
人
権
擁
護
委
員

の
久
保
岡
博
さ
ん
（
下
尾
井
）
に
、
和
歌
山
地
方
法
務

局
新
宮
支
局
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

久
保
岡
さ
ん
は
平
成
９
年
６
月
に
人
権
擁
護
委
員
に

委
嘱
さ
れ
て
か
ら
、
３
期
９
年
間
、
北
山
村
人
権
擁
護

委
員
と
し
て
人
権
相
談
な
ど
、
人
権
擁
護
に
努
め
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

長
い
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

三
重
県
立
熊
野
古
道
セ
ン
タ
ー
は
、
２
月
10
日
に
尾

鷲
市
の
海
と
山
を
望
む
場
所
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

皆
様
に
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
、
セ
ン
タ
ー

を
交
流
の
拠
点
と
す
る
こ
と
で
、「
熊
野
古
道
」
と
そ
の

周
辺
の
『
自
然
・
歴
史
・
文
化
』
を
守
り
伝
え
て
ゆ
く

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
御
浜
町
の
伝
統
産
業
で

あ
る
市
木
木
綿
に
つ
い
て
の
企
画
展
を
予
定
し
て
お
り
、

市
木
木
綿
の
昔
の
製
品
を
探
し
て
い
ま
す
。
モ
ン
ペ
、

座
ぶ
と
ん
、
ふ
と
ん
、
ハ
ギ
レ
・
・
・
な
ん
で
も
結
構

で
す
。
ご
自
宅
の
押
入
れ
や
蔵
に
眠
っ
て
い
る
市
木
木

綿
を
探
し
て
み
て
は
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
？

東
紀
州
の
貴
重
な
伝
統
産
業
を
多
く
の
人
に
知
っ
て

い
た
だ
き
、
守
り
伝
え
て
ゆ
く
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
お
借
り
し
た
製
品
は
、
期
間
中
（
４
月
下
旬

頃
〜
）
に
展
示
し
た
後
、
お
返
し
い
た
し
ま
す
。
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気
軽
に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
、
セ
ン
タ
ー

を
交
流
の
拠
点
と
す
る
こ
と
で
、「
熊
野
古
道
」
と
そ
の

周
辺
の
『
自
然
・
歴
史
・
文
化
』
を
守
り
伝
え
て
ゆ
く

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
御
浜
町
の
伝
統
産
業
で

あ
る
市
木
木
綿
に
つ
い
て
の
企
画
展
を
予
定
し
て
お
り
、

市
木
木
綿
の
昔
の
製
品
を
探
し
て
い
ま
す
。
モ
ン
ペ
、

座
ぶ
と
ん
、
ふ
と
ん
、
ハ
ギ
レ
・
・
・
な
ん
で
も
結
構

で
す
。
ご
自
宅
の
押
入
れ
や
蔵
に
眠
っ
て
い
る
市
木
木

綿
を
探
し
て
み
て
は
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
？

東
紀
州
の
貴
重
な
伝
統
産
業
を
多
く
の
人
に
知
っ
て

い
た
だ
き
、
守
り
伝
え
て
ゆ
く
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
お
借
り
し
た
製
品
は
、
期
間
中
（
４
月
下
旬

頃
〜
）
に
展
示
し
た
後
、
お
返
し
い
た
し
ま
す
。

【
連
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】
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向
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は
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か
け
に
な
る
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と
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す
の
で
、
ぜ
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皆
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の
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協
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を
お
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い
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感謝状を受ける久保岡博さん
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２
月

　
２
月
11
日（
建
国
記
念
日
）

（
建
国
記
念
日
）、大
沼
の
対

大
沼
の
対

岸
、
岸
、熊
野
市
育
生
町
大
井
に
あ
る
不
動
明

熊
野
市
育
生
町
大
井
に
あ
る
不
動
明

王
で
祭
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

王
で
祭
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
不
動
様
の
祭
典
と
い
え
ば
、

　
不
動
様
の
祭
典
と
い
え
ば
、例
年
大
変

例
年
大
変

寒
い
の
で
す
が
、

寒
い
の
で
す
が
、
今
年
は
、

今
年
は
、
暖
か
い
日
差

暖
か
い
日
差

し
の
中
、

し
の
中
、大
沼
区
民
を
は
じ
め
た
く
さ
ん

大
沼
区
民
を
は
じ
め
た
く
さ
ん

の
方
々
が
参
拝
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

の
方
々
が
参
拝
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
不
動
様
は
、

　
こ
の
不
動
様
は
、筏
の
神
様
が
祀
ら
れ

筏
の
神
様
が
祀
ら
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
式
典
で
は
、

式
典
で
は
、
若

い
後
継
者
の
筏
師
た
ち
も
参
拝
し
、

い
後
継
者
の
筏
師
た
ち
も
参
拝
し
、昨
年
昨
年

の
観
光
筏
運
航
の
無
事
を
感
謝
す
る
と

の
観
光
筏
運
航
の
無
事
を
感
謝
す
る
と

と
も
に
今
年
の
安
全
運
航
が
祈
願
さ
れ

と
も
に
今
年
の
安
全
運
航
が
祈
願
さ
れ

ま
し
た
。

ま
し
た
。 

　
式
典
の
後
は
、

　
式
典
の
後
は
、写
真
に
あ
り
ま
す
よ
う

写
真
に
あ
り
ま
す
よ
う

に
岡
田
行
者
さ
ん
に
よ
り
護
摩
が
焚
か
れ
、

に
岡
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行
者
さ
ん
に
よ
り
護
摩
が
焚
か
れ
、

参
拝
者
の
皆
さ
ん
に
よ
り

参
拝
者
の
皆
さ
ん
に
よ
り
「
家
内
安
全
」

「
家
内
安
全
」

や
「
身
体
健
康
」

「
身
体
健
康
」
な
ど
と
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し
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書
か

な
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と
祈
願
し
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か
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板
が
燃
や
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、
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た
板
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燃
や
さ
れ
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き
な
炎
を
あ
げ

大
き
な
炎
を
あ
げ

て
い
ま
し
た
。

て
い
ま
し
た
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た
、

　
ま
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、
境
内
敷
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の
す
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で
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、
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地
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で
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正
お
正
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縄
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お
守
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縄
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ま
し
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し
た
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最
後
に
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の
餅
ま
き
を
行
っ
て
、
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に
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の
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ま
き
を
行
っ
て
、祭

典
を
終
え
ま
し
た
。

典
を
終
え
ま
し
た
。 

　
２
月
11
日（
建
国
記
念
日
）、大
沼
の
対

岸
、熊
野
市
育
生
町
大
井
に
あ
る
不
動
明

王
で
祭
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
不
動
様
の
祭
典
と
い
え
ば
、例
年
大
変

寒
い
の
で
す
が
、
今
年
は
、
暖
か
い
日
差

し
の
中
、大
沼
区
民
を
は
じ
め
た
く
さ
ん

の
方
々
が
参
拝
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
不
動
様
は
、筏
の
神
様
が
祀
ら
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
式
典
で
は
、
若

い
後
継
者
の
筏
師
た
ち
も
参
拝
し
、昨
年

の
観
光
筏
運
航
の
無
事
を
感
謝
す
る
と

と
も
に
今
年
の
安
全
運
航
が
祈
願
さ
れ

ま
し
た
。 

　
式
典
の
後
は
、写
真
に
あ
り
ま
す
よ
う

に
岡
田
行
者
さ
ん
に
よ
り
護
摩
が
焚
か
れ
、

参
拝
者
の
皆
さ
ん
に
よ
り
「
家
内
安
全
」

や
「
身
体
健
康
」
な
ど
と
祈
願
し
て
書
か

れ
た
板
が
燃
や
さ
れ
、大
き
な
炎
を
あ
げ

て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
境
内
敷
地
の
す
み
で
は
、
お
正

月
に
使
っ
た
し
め
縄
飾
り
や
古
い
お
守

り
な
ど
も
燃
や
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
最
後
に
恒
例
の
餅
ま
き
を
行
っ
て
、祭

典
を
終
え
ま
し
た
。 

１
月
28
日
（
日
）、
東
牟
婁
地
方
陸
上
競
技
会
主

催
に
よ
る
第
23
回
新
宮
大
浜
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

村
内
か
ら
小
中
学
生
合
計
14
名
が
参
加
し
、
次

の
皆
さ
ん
が
入
賞
し
ま
し
た
。

■
小
学
生
男
子
の
部
（
２
km
）

第
２
位
　
三
浦
　
　
拓
　
く
ん
（
７
分
14
秒
）

第
５
位
　
尾
崎
　
竣
一
　
く
ん
（
７
分
45
秒
）

第
６
位
　
中
　
　
俊
喜
　
く
ん
（
７
分
48
秒
）

（
下
段
写
真
右
、
左
か
ら
三
浦
く
ん
、
尾
崎
く

ん
、
中
く
ん
）

■
中
学
校
女
子
の
部
（
３
km
）

第
３
位
　
中
瀬
古
茉
耶
　
さ
ん
（
12
分
58
秒
）

第
４
位
　
尾
中
　
菜
月
　
さ
ん
（
13
分
50
秒
）

（
下
段
写
真
左
、
左
か
ら
中
瀬
古
さ
ん
、
尾
中

さ
ん
）
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す
で
に
皆
様
ご
承
知
の
こ
と
で
す
が
、
平
成
の
大
合
併

も
平
成
17
年
３
月
を
も
っ
て
合
併
特
例
法
の
期
限
が
終
了

し
、
和
歌
山
県
に
お
い
て
も
50
市
町
村
か
ら
30
市
町
村
に

と
再
編
さ
れ
、
平
成
の
合
併
が
一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

し
か
し
、
政
府
に
お
い
て
は
、
更
な
る
合
併
推
進
が
必

要
と
の
考
え
か
ら
、
平
成
17
年
４
月
に
新
し
い
合
併
特
例

法
を
施
行
し
合
併
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。（
い
わ
ゆ
る
第
二
次
合
併
の
推
進
）

こ
れ
を
受
け
て
、
和
歌
山
県
に
お
い
て
は
、
平
成
18
年

２
月
に
「
和
歌
山
県
市
町
村
合
併
推
進
構
想
」
を
発
表
い

た
し
ま
し
た
。（
い
わ
ゆ
る
第
二
次
合
併
構
想
）

こ
の
構
想
案
に
よ
り
ま
す
と
、
県
内
を
30
市
町
村
か
ら

更
に
13
市
町
（
９
市
４
町
）
に
再
編
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
北
山
村
は
、
新
宮
市
・
那
智
勝
浦
町
・
太
地
町
・
古

座
川
町
・
串
本
町
と
合
併
し
て
一
つ
の
市
と
な
る
構
想
と

な
っ
て
い
ま
す
。

市
町
村
合
併
は
、
そ
こ
に
生
活
す
る
住
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
住
民
合
意
の
上
に
成
り
立
つ

も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
現
在
、
新
宮
市
と
東
牟
婁
郡

の
各
町
村
が
協
力
を
し
て
住
民
の
皆
様
に
説
明
す
る
た
め

の
資
料
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
取
り
ま

と
め
る
資
料
の
概
要
と
し
ま
し
て
は
、
去
る
１
月
27
日
に

那
智
勝
浦
町
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
も
お
話
し

た
の
で
す
が
、
大
き
く
次
の
５
つ
の
項
目
に
分
け
て
ま
と

め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

①
東
牟
婁
郡
広
域
合
併
を
取
り
巻
く
背
景

②
広
域
行
政
課
題
へ
の
対
応

③
住
民
生
活
へ
の
影
響

④
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

⑤
財
政
の
将
来
見
通
し

資
料
が
出
来
上
が
れ
ば
、
各
市
町
村
に
お
い
て
説
明
を

行
い
ご
意
見
等
を
い
た
だ
き
、
合
併
の
議
論
を
深
め
二
次

合
併
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
方
向

を
決
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

第
二
次
合
併
構
想
に
つ
い
て

第
二
次
合
併
構
想
に
つ
い
て

第
二
次
合
併
構
想
に
つ
い
て

第
二
次
合
併
構
想
に
つ
い
て

第
二
次
合
併
構
想
に
つ
い
て

第
二
次
合
併
構
想
に
つ
い
て

第
二
次
合
併
構
想
に
つ
い
て

第
二
次
合
併
構
想
に
つ
い
て

第
二
次
合
併
構
想
に
つ
い
て

第
二
次
合
併
構
想
に
つ
い
て

第
二
次
合
併
構
想
に
つ
い
て

第
二
次
合
併
構
想
に
つ
い
て

第
二
次
合
併
構
想
に
つ
い
て

第
二
次
合
併
構
想
に
つ
い
て

第
二
次
合
併
構
想
に
つ
い
て

第
二
次
合
併
構
想
に
つ
い
て

第
二
次
合
併
構
想
に
つ
い
て

▼
中
学
校
卒
業
式

３
月
９
日
（
金
）

北
山
中
学
校
体
育
館

▼
小
学
校
卒
業
式

３
月
22
日
（
木
）

北
山
小
学
校
講
堂

▼
保
育
所
卒
園
式

３
月
23
日
（
金
）

き
た
や
ま
保
育
所

３
月
の
行
事
予
定

▼
保
育
所
入
園
式

４
月
６
日
（
金
）

き
た
や
ま
保
育
所

▼
小
学
校
入
学
式

４
月
９
日
（
月
）

北
山
小
学
校
体
育
館

▼
中
学
校
入
学
式

４
月
10
日
（
火
）

北
山
中
学
校
体
育
館

４
月
の
行
事
予
定
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わかりづらいゴミの分別  シリーズ⑧ 
正しく知って、きちんと出してください。 

今回は、「ビデオテープ」→ 

答えは、 

←燃えるゴミとして 
　出せます。 

（
第
八
回
） 
新 

燃えるゴミと一緒に出してもらってかまいま
せん。 
カセットテープやＣＤなども燃えるゴミの日
に出してください。 

今
回
、
登
場
し
て
い
た
だ
く
の
は
、
大
沼
の

旧
中
学
校
で
家
具
づ
く
り
を
さ
れ
て
い
る
吉

田
宏
（
よ
し
だ
ひ
ろ
し
）
さ
ん
で
す
。 

 

Ｑ 

お
歳
、
家
族
構
成
を
お
教
え
く
だ
さ
い
？ 

Ａ 

64
歳
。
妻
と
３
匹
の
猫
と
一
緒
で
す
。 

Ｑ 

ご
出
身
は
ど
ち
ら
で
す
か
？ 

Ａ 

生
ま
れ
育
ち
は
、
大
分
県
臼
杵
市
で
す
。 

Ｑ 

北
山
村
に
来
て
ど
の
く
ら
い
で
す
か
？ 

Ａ 

も
う
少
し
で
８
年
に
な
り
ま
す
。 

Ｑ 

村
の
感
想
は
ど
う
で
し
ょ
う
？ 

Ａ 

自
然
が
い
っ
ぱ
い
で
、
空
気
が
き
れ
い
、
村
民
も
人
情
が
あ
っ
て
親
切
で

　
す
。
静
か
な
環
境
で
猫
も
の
び
の
び
生
活
し
て
い
ま
す
。 

Ｑ 

家
具
づ
く
り
を
さ
れ
て
ど
の
く
ら
い
で
す
か
？ 

Ａ 

２
年
間
の
飛
騨
高
山
で
の
修
行
を
含
め
て
今
年
で
10
年
を
迎
え
ま
す
。 

Ｑ 

家
具
づ
く
り
の
魅
力
は
何
で
し
ょ
う
？ 

Ａ 

部
品
を
造
る
段
階
は
単
調
で
す
が
、
組
み
立
て
て
図
面
ど
お
り
立
体
と
し
て

　
出
来
上
が
っ
た
時
の
喜
び
で
す
か
ね
。
ま
た
そ
れ
を
実
際
に
使
う
楽
し
み
が

　
あ
る
と
こ
ろ
が
い
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。 

Ｑ 

家
具
づ
く
り
の
ほ
か
に
何
か
趣
味
は
あ
り
ま
す
か
？ 

Ａ 

絵
を
描
い
た
り
、
本
を
読
ん
だ
り
、
映
画
、
囲
碁
、
将
棋
、
そ
れ
に
ゴ
ル

　
フ
、
な
ど
な
ど
。
関
係
な
い
で
す
が
、
野
球
は
広
島
カ
ー
プ
の
フ
ァ
ン
で

　
す
。 

Ｑ 

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
北
山
村
に
望
む
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？ 

Ａ 

お
年
寄
り
も
若
い
人
も
希
望
の
持
て
る
村
に
な
る
よ
う
に
皆
で
力
を
合
わ
せ

　
て
い
く
必
要
を
感
じ
ま
す
。
も
っ
と
近
隣
の
市
町
村
と
交
流
と
か
協
力
し
て

　
何
か
で
き
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。 
 

木
目
の
美
し
い
家
具
を
作
ら
れ
る
吉
田
さ
ん
で
す
が
、
家
具
づ
く
り
を
始
め
る

前
の
32
年
間
は
、
な
ん
と
鉄
鋼
会
社
で
働
い
て
い
た
そ
う
で
す
。 

燃えるゴミで出してもいいと思うんだけど・・・ 

吉田宏さん（大沼） 

う
す
　
き
　 

し 


